
校名候補募集要項 協議のポイント

１ 公募に決まった理由

・幅広い意見聴取、意見の反映

・新しい学校への興味、関心、愛着

・選考委員への配慮

・透明性

２ 公募や選定についての確認事項

３ 募集資格について

⑴ アンケート結果

公募の内容 新しい学校の「校名候補案」と「その名前に込めた想いや願

い」

応募の際の記載事項 氏名、年齢層、住所（または保育園名、学校名）、区分

選定のポイント ・応募資格、応募条件を満たしているか。

→上記記載内容、「校名候補案」から判断

・選定基準にあっているか。

→記載された「その名前に込めた想いや願い」から判断

個人情報の扱い ・募集目的のみに使用し、選定の際は使用しない。

・事務局で管理し、開校準備委員には公表しない。

→誰が考えた「校名候補案」かは、選定に影響しない。

対象の区分 人数 理 由
１ 美保中学校区在住の方 １４
２ 美保中学校区出身の方 １６
３ 美保中学校区の保育園や学校に通って
いる方及びその保護者

１５

４ 美保中学校区に勤務している方 ７
５ その他
⑴美保中学校区内の小学校・中学校に勤務
経験のある職員

３ 同期生会などで、恩師の先生の美保
地区愛を感じることが多い。美保中
に愛着のある恩師がおられると思う
から。
以前勤務されていた先生方にも参加
していただきたい。

⑵美保中学校区の学校や保育園に勤務して
いる方

１ 美保中学校区勤務だと広すぎるが、
学校関係者だと、子どもや保護者と
同じような目線で考えられるから。
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⑵ 協議の視点

○公募をする理由に当てはめて考えたとき、対象としないものがあるか。

〇対象としない客観的な理由があるかどうか。

理由
【１と２を選択】
・応募資格者の範囲を広げたくないため。
【２と３を選択】
・これから先、その子たちが校名を担っていくから。
【１～４を選択】
・地域にゆかりのある方に広く、校名募集に参加していただきたい思いです。
・上記（１～４）以外の方は、対象外だと思うから。
・ゆかりのある方に幅広く聞いて、いいアイディアをいただけたらよいと思います。
・現在、美保中学校区の中学校・小学校に通っている児童生徒と、現在美保中学校区
内の学校、保育園に勤務している職員が基本だと思うが、思い入れのある方にも是
非にという意見があったため。

・美保地区に在住や勤務で多くの時間を過ごされている方（過ごされた方）の中に
は、美保地区に対する思いを強く持っておられる方もいらっしゃると思うので、そ
の方々の意見を吸い上げる機会があるのはいいことだと思います。

・排他的（地域以外はだめ。関係者以外はだめ。）な意見もありましたが、私はあまり
感心しませんでした。

【１～３を選択】
・地域の方々や保護者の方々の学校ですので、義務教育学校のことについて、興味関
心を持っていただきたいから。

・美保校区の方々に愛される校名がいいと思う。
・美保中学校区の地域の方、卒業生、これから新しい学校に通われる予定の方々に参
加していただきたいから。

【２～４を選択】
・美保中学校区にゆかりのある方からは愛着のある意見がいただけると思うから。
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美保中学校区義務教育学校 校名候補案 募集要項（案）

１ 募集の目的 新しい学校を開校するに当たり、末永く愛着が持てる校名を制定するた

め、アイディア校名候補案を募集する。

２ 応募資格 美保中学校区在住の方、美保中学校区出身の方

美保中学校区の園や学校に通っている方及びその保護者

美保中学校区に勤務している方

美保中学校区の保育園や学校にゆかりのある方

（在園・在校生、卒業生、保護者、職員、元職員等）

３ 募集期間 令和８年○月○日から令和８年○月〇日まで（郵送の場合は当日消印有効）

４ 募集内容 ⑴新しい学校の名前 ⑵校名に込めた想いや願い

５ 応募条件 ・漢字、ひらがな、カタカナで表記できるもの

・常用漢字を使用し、書きやすく、読みやすいもの

・現在の小学校名（崎津、大篠津、和田）と同一の校名は使用しないこと。

・一人につき、１点の応募とすること。

６ 応募方法

⑴ 電子申請

⑵ 郵送、電子メール

⑶ 応募箱への提出

設置場所：崎津小学校、大篠津小学校、和田小学校、美保中学校

崎津保育園、小鳩保育園、和田保育園、のぞみ保育園

崎津公民館、大篠津公民館、和田公民館、弓ヶ浜子育て支援センター

７ 記載内容

応募に係る記載内容は以下のとおりとする。

氏名、年齢層、住所、区分、校名、校名の読み仮名、校名に込めた想いや願い

※区分（例） ⑴ 美保中学校区在住の方

⑵ 美保中学校区出身の方

⑶ 美保中学校区の保育園や学校に通っている方及びその保護者

⑷ 美保中学校区にお勤めの方
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８ 選考主体

米子市美保中学校区義務教育学校開校準備委員会

９ 募集周知

・自治会回覧

・開校準備だより

・広報よなご、米子市ホームページに掲載

・米子市 SNS

・美保中学校区内各小・中学校、保育園での配布

・美保中学校区内各公民館、弓ヶ浜子育て支援センターに設置

１０ 選考基準

開校準備委員会で協議

１１ その他

・採用された校名候補に関する一切の権利は、米子市に帰属する。

・応募の際に記入いただいた氏名等の個人情報は、校名候補を募集する目的のみに利用

し、その他の目的には一切使用しない。

・応募者への採否の結果通知は行わない。

・応募用紙の返却は行わない。

・応募に係る経費は応募者の負担とする。

・決定した校名候補は、米子市ホームページ及び開校準備だより等で公表する。
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校名候補案募集要項について（アンケート結果概要）(R7.10 実施)

１ 応募資格について

ア これまでの協議で、「美保中学校区にゆかりのある方」というご意見が多かったですが、

以下の資格の中で入れた方がよいと思われるものに〇をお付けください。（複数回答可）

イ アのように回答された理由をお書きください。

対象の区分 人数 理由等
１ 美保中学校区在住の方 １４
２ 美保中学校区出身の方 １６
３ 美保中学校区の保育園や学校に通って
いる方及びその保護者

１５

４ 美保中学校区に勤務している方 ７
５ その他
⑴美保中学校区内の小学校・中学校に勤務
経験のある職員

３ 同期生会などで、恩師の先生の美保地区愛を感じる
ことが多い。美保中に愛着のある恩師がおられると
思うから。
以前勤務されていた先生方にも参加していただきた
い。

⑵美保中学校区の学校や保育園に勤務して
いる方

１ 美保中学校区勤務だと広すぎるが、学校関係者だ
と、子どもや保護者と同じような目線で考えられる
から。

理由

【１と２を選択】
・応募資格者の範囲を広げたくないため。

【２と３を選択】
・これから先、その子たちが校名を担っていくから。

【１～４を選択】
・地域にゆかりのある方に広く、校名募集に参加いただきたい思いです。
・上記（１～４）以外の方は、対象外だと思うから。
・ゆかりのある方に幅広く聞いて、いいアイディアをいただけたらよいと思います。
・現在、美保中学校区の中学校・小学校に通っている児童生徒と、現在美保中学校区内の学校、保育
園に勤務している職員が基本だと思うが、思い入れのある方にも是非にという意見があったため。
・美保地区に在住や勤務で多くの時間を過ごされている方（過ごされた方）の中には、美保地区に対
する思いを強く持っておられる方もいらっしゃると思うので、その方々の意見を吸い上げる機会が
あるのはいいことだと思います。
・排他的（地域以外はだめ。関係者以外はだめ。）な意見もありましたが、私は余り感心しませんで
した。

【１～３を選択】
・地域の方々や保護者の方々の学校ですので、義務教育学校のことについて、興味関心を持っていた
だきたいから。
・美保校区の方々に愛される校名がいいと思う。
・美保中学校区の地域の方、卒業生、これから新しい学校に通われる予定の方々に参加していただき
たいから。

【２～４を選択】
・美保中学校区に縁のある方からは愛着のある意見がいただけると思うから。
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２ 応募条件について

第１０回開校準備委員会でお示しした案（資料３の 7ページ）に記載されている事項の他に

入れた方がよいと思われる事項があればお書きください。

【お示しした案】

・漢字、ひらがな、カタカナで表記できるもの

・常用漢字を使用し、書きやすく、読みやすいもの

・現在の小学校名（崎津、大篠津、和田）と同一の校名は使用しないこと

・一人につき、１点の応募とすること

３ その他の項目について

「応募資格」「応募条件」以外の項目について、ご意見があればお書きください。

【アンケート】

・誰でも読める校名がよいと思う。

・特になし
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崎津小学校
さ き つしょうがっこう

大篠津小学校
おおしのづしょうがっこう

和田小学校
わ だ しょうがっこう

美保中学校区義務教育学校 令和１３年４月開校目標

美保中学校区に９年間一貫した教育を行う新しい学

校（義務教育学校）を開校するにあたり、末永く愛着

が持てる校名を決定するために、校名候補案を募集し

ます。

募集期間

令和８年○月〇日（）～

令和８年○月〇日（）

その他

問合せ先 米子市美保中学校区義務教育学校開校準備委員会

（事務局）米子市教育委員会事務局こども政策課 義務教育学校準備担当

〒683-0811 鳥取県米子市錦町一丁目 139 番地 3（ふれあいの里１階）

TEL 0859-21-8376

E-mail:kodomo-seisaku@city.yonago.lg.jp

募集内容

校名候補案

校名候補案に込めた想いや願い

・漢字、ひらがな、カタカナで表記できるもの

・常用漢字を使用し、書きやすく、読みやすいもの

・現在の小学校名（崎津・大篠津・和田）と同一の校

名は使用しないこと

・一人につき、１点の応募とすること

・採用された校名候補に関する一切の権利は、米子市に帰属します。

・応募の際に記入いただいた個人情報は、校名候補を募集する目的のみに使用します。

・応募者への採否の結果通知は行いません。

・応募用紙の返却は行いません。

・応募に係る経費は応募者の負担とします。

・決定した校名候補は、米子市ホームページ等で公表します。

１ 電子申請 下記二次元バーコードから応募し

てください。

２ 郵送、電子メール

下記事務局宛に送ってください。

３ 応募箱への提出

【設置場所】

美保中学校区の小・中学校・保育園

崎津公民館 大篠津公民館 和田公民館

弓ヶ浜子育て支援センター

応募資格（例）

選定基準

応募条件（例）

応募方法

校名が決まるまでの流れ

１ 開校準備委員会で「校

名候補」を決定

２ 教育委員会で「校名案」

を決定

３ 米子市議会で「校名」を

決定（条例改正）

応募用

二次元バーコード

ふりがな付きのちら
つ

しをご希望の方は、
き ぼ う かた

２１－８３７６にご

連絡ください。
れんらく
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校名には必ず

しも「義務教育

学校」と付ける

必要はありませ

ん。左記の他自

治体の事例を参

考にしてくださ

い。

お名前 ご住所

年齢層 いずれかに○をお付けください。

①０～６才 ②７～12 才 ③13～15 才 ④16～19 才 ⑤20 代 ⑥30 代 ⑦40 代 ⑧50 代

⑨60 代 ⑩70代 ⑪80 代～

区 分

①～④のいずれかに○を付け、右枠の質問にご回答ください。

①美保中学校区在住

②美保中学校区出身 出身校区名 小学校区

③美保中学校区小・中学校

または保育園に通ってい

る方・保護者

学校名または

保育園名

学校

保育園

④美保中学校区に

勤務経験がある方

職場の

所在校区名
小学校区

ふりがな よなごしりつ

校名候補案 米子市立

校名候補案に込めた想いや願い

表 記 事 例

～学園 鳥取市立湖南学園

～小中学校 姫路市立白鷺小中学校

～義務教育学校 横浜市立緑園義務教育学校

義務教育学校～学園 松江市立義務教育学校玉湯学園

～学園義務教育学校 総社市立昭和五つ星学園義務教育学校

～学校 西尾市立佐久島しおさい学校

その他 大熊町立学び舎ゆめの森

香春町立香春思永館

美保中学校区義務教育学校 校名候補案

応募用紙
１ 校名候補案をお書きください。

２ 応募者

※校名と学園、小中学校、義務教育学校等をセットで書いてください。

○○学園、○○小中学校、義務教育学校○○学園等

参考（他自治体の事例）
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校名候補選定要領 検討のポイント

１ 選定基準について

【検討のポイント】

〇開校準備委員会としての、校名に対する想いや願いは何か。

〇寄せられた校名候補案が、選定基準を満たしているかどうかをどのよう

に判断するか。（判断できる基準かどうか）

２ 選定方法について

【検討の内容】

⑴ 何回選定を行うか。

⑵ 開校準備委員会以外の意見聴取を行うか。

⑶ どのようにして案を絞っていくか。

⑷ 校名候補を何点選定するか。

【検討のポイント】

〇それぞれのメリット、デメリットは何か。

〇より公正に選定できる方法はどれか。

〇開校準備委員や地域の皆さんが納得できる方法かどうか。

３ 選定に当たっての留意点について

【検討の内容】

⑴ 応募数の扱いについて記載するか。するなら、どのような内容にするか。

⑵ 一部修正をするか。するなら、それはどのような場合か。

資料５
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美保中学校区義務教育学校 校名候補 選定要領（案）

１ 目的 新しい学校を開校するに当たり、末永く愛着が持てる校名を制定するため、

公募で寄せられた校名候補案から校名候補を選定する。

２ 選定基準 ⑴ 「美保中学校区義務教育学校 校名候補案 募集要項（以下、「募集要

項」という）」に記載された応募資格を満たしていること

⑵ 募集要項に記載された応募条件を満たしていること

３ 選定方法（例）

第１次選定：選定基準⑴⑵について選定をする。

※事務局へ事務を委託する。

第２次選定：開校準備委員会で校名候補を複数選定する。

※選定数は、応募の状況を見て開校準備委員会で協議し、決定する。

最終選定 ：開校準備委員会で校名候補を○点選定する。

４ 選定に当たっての留意点

・この要領に定めのない事項、その他疑義が生じた場合は、開校準備委員会で協議し、

定めるものとする。
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校名候補選定に係るアンケート(結果概要)

１ 選定基準（どのような基準で選定するのか。）

・地理的にイメージできるもの

・地理的にイメージが出来、新たな義務教育学校として開校していく思いを込めたもの。

・校名を聞いて、何処の地域の学校かが分かるような名前が良いと思います。

・歴史・文化・特徴を表したもの

・歴史、地域、普遍性。

・長く使い続けられるもの

・地域の方々（児童・生徒・住民）が親しみを感じ、将来にわたり地域の誇りとして大切

に受け継いでいけるもの

・児童生徒、保護者、地域住民が親しみを感じ、将来にわたり地域の誇りとして大切にし

ていける校名

・校区内外の住民に親しみやすく、広く受けやすいこと

・美保中学校区の学校の想いと関連のあるもの

・新設学校のコンセプトに沿っていること

・校名案を付けた理由が明確であり、説得力があること
・他自治体の例を参考にしていくとよいと思う。

・他の地域に類似の名称がなく、誤解のないことが必要だと思われる。
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２ 選定方法
⑴ 何回選定を行うか。

（ ３人）公募→選定（１回）
（１３人）公募→選定（２～３回）
（ ０人）その他（ ）

理由

【公募→選定１回】
・長引いてもなかなか決まらないと思うから。
・何度もしなければならないなら仕方がないが、目標として 1回で絞っていく方がすっ
きりするから。

・１回で十分と思われる。
【公募→選定２～３回】
・選定 1回では無理があると思うので。
・選定１回では、不十分だと思う。
・1回で選定できればそれがよいが、おそらく 1回ではまとまらないことが予想される
ため。

・1回だけでなく、２～３回は議論を重ねたほうが良いと思うから。
・応募点数にもよりますが、慎重を期して対応する必要があると思います。
・選定は回数が多いほど、より良い選択ができると考えるから。
・公募が多いと推測されるので、様々な意見を交わしながら、いくつか（２～３案）の
候補に絞っていくと良いと思うから。

・まずは、開校準備委員以外の方の意見を取りまとめて、最終的に開校準備委員会で選
定

・どのくらいの数の応募が集まるか分からないため。
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⑵ 開校準備委員以外の意見聴取を行うか。
（６人）行わなくてよい
（１人）美保中学校区の児童生徒にアンケートを実施
（６人）美保中学校区の児童生徒、保護者、地域住民へアンケートを実施
（３人）その他

理由

【行わなくてよい】
・集計が煩雑となるため。
・多様な意見でまとまらないことがある。
・応募対象に含まれていれば特に必要とは思いません。
・応募の時点で候補をいただいているはず。決定に関しては一任をいただいているは
ず。

・米子市の義務教育学校のあり方や学校のコンセプトを意識して、開校準備委員で決め
るとよいと思う。ただ、しっかりとどのような形で選定したか、透明性があるように
したい。

【児童生徒にアンケート実施】
・児童生徒にも一緒に考え、新しい学校に愛着を持ってほしいから。
【地域住民等にアンケート実施】
・選定段階で、アンケートによる方法を実施（参考にするのは）
・決定すべき事項についてはできる限り開校準備委員会以外の意見も聞いておくべきだ
と思う。

・広く意見を聴くことで、より議論が深まると思う。
・保護者や地域住民も校名を決める場に参加していると思えるから。
【その他】
１ 他方面の意見が聞きたいから、専門部会の方々の意見を聞く。
２ 行わなくてよいと思うが、選定の状況によっては検討する必要があるかも。
３ 意見聴取は必要だと思うが、そのやり方は考える必要あり。アンケートにすると、

幅広い意見が出てくる可能性が高く、収拾が付かなくなるような気がします。地域
の方の意見を聞くとしても、そのやり方を吟味した方がいいかなと思ったりしま
す。
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⑶ どのようにして案を絞っていくか。
( ４人) 開校準備委員の投票
(１１人) 開校準備委員の投票ではなく、話合いを基本とする。

（決まらない場合は投票）
（ １人) その他

理由

【委員の投票】
・あまり時間をかけなくてよいと思われる。
・話合いに時間がかかりそうだから。
【委員の話合い】
・誰もが納得できる案にするため。
・話合いがあることでみんながより納得できると思うので。
・なるべく多くの委員が納得した上で選定をしていきたい。
・一応、皆さんの意見を聞いた上で最終的に投票がよい。
・話合いで決着するとは思えないから。
・すぐ投票とするのではなく、理由も含めて、義務教育学校への思い等を大切にしなが
ら決定していきたいから。

・数で決めると言うより、まずはいろいろな意見を聞いて絞っていった方がいいから。
・アンケート結果を参考にして、自分たちも当事者という意識をもってもらいたい。そ
の上で委員会で選定する。

・様々な観点での審査・精査の上、必要がある場合は投票で決定。
【その他】
・開校準備委員による選考後、複数候補をアンケートにかけ、最終選考とするのが良い
と思うから。
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⑷ 校名候補を何点選定するか。
（ ３人）１点
（１２人）２～３点
（ １人）その他 ①４～５点

３ 選定に当たっての留意点

ご協力いただき、ありがとうございました。ご意見

・公に開かれた状態を常に住民に示したい。
・選定の内容やその場の様子が伝わるようにしたい。
・学校に実際通うのは子供と先生。その人たちが安心できる学校名を選定すべきだと思
う。
・他自治体の小学校のようにならないため、焦らず十分な議論を尽くすことが大事だと思
う。
・万全を期すことは、多くの情報と結果を求めるため、多くの時間を求められる。
・誰がどのように（話合いで）決めるということを明記したい。
・選定基準と観点整理。
・選定した結果（応募数）は明記した方が良いと思われる。
・応募数が影響を及ぼすかどうかは明記したい。

理由

【１点】

・議会で変更されないために。

・1点の方が後工程で困らないため。

・すっきりするから。どうしても絞れなかったら、２～３点もありだが。

【２～３点】

・選定過程での慎重な審議が必要と考えるため。

・何事においても、予備案は持っておくべきだと思うから。

・委員の納得がいく校名を３点ほどに絞り、その中から違った視点で最終選定をしても

らうのがよいのでは。

・校名の候補を開校準備委員の選定理由も伝えながら、最終決定を考えてもらいたい。

・候補を２～３点に絞ってから決めた方が、より良い議論になると思う。

・２～３点の中から最終選定をして決めた方がよいと思う。

・はじめから１点に絞るのは、その校名に不都合な事態が生じたら、はじめからやり直

しになるのでリスクが大きい。

・絞り込んでいけばよいと思う。

【その他】４～５点

・多いほうが多くの人から意見（選択の中）が聴ける。
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校名候補案公募及び選定スケジュール（案）

1 校名候補公募スケジュール

２ 校名候補選定スケジュール

※スケジュール案は、令和７年１１月時点のものであり、今後変更になることがありま

す。

時期 内容 備考

１ 令和８年４月○日 開校準備委員会開催 ・募集要項、選定要領の

確認

・公募スケジュール確

認

２ 令和８年４月○日 応募用紙配布

応募箱設置（事務局）

・開校準備委員会終了

後配布及び設置

３ 令和８年５月○日から

令和８年６月○日

校名候補案募集 ・募集期間は約１か月

間

４ 令和８年６月○日 応募箱回収（事務局） ・募集期間終了翌日（事

務局）

５ 令和８年６月○日から

令和８年６月○日

集計作業（事務局） ・応募された案を一覧

表にまとめる

・データ集計（属性、年

齢層等）

時期 内容 備考

１ 令和８年６月○日 第１次選定（事務局） ・応募資格、応募条件に

よる選定

２ 令和８年７月から

令和８年１０月

第２次選定～最終選定

（開校準備委員会）

・開校準備委員による

選定

・校名候補決定

３ 令和８年１１月 市教育委員会 ・校名候補報告（委員

長）

４ 令和８年１１月から

令和９年２月

校名案選定～最終選定

（市教育委員会）

・教育委員会での協議

・校名案決定

５ 令和９年３月 米子市議会民生教育委

員会

・校名案報告

資料６
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米子市美保中学校区義務教育学校の校名候補について

米子市美保中学校区義務教育学校開校準備委員会

１ 校名候補

２ 校名候補選定の理由・由来

３ 校名候補選定経過

⑴ 校名候補案及び選定方法の検討

⑵ 校名候補案の公募

⑶ 校名候補の選考

⑷ 校名候補の決定

【参考】

米子市美保中学校区義務教育学校の校名候補は、下記のとおりとする。

〇〇学園

〇〇小中学校

〇〇義務教育学校

サンプル
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